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みますと、 平成 7 年度は県内公的病院21 (医師
数141)、 民間病院26 (医師数51)、 県外公的病
院43 (医師数105)、 民間病院28 (医師数44)で
あったものが、 平成17年では県 内 公的病院32
(医師数238)、 民間病院47 (医師数82)、 県外公




















請しているところ です。 また、 産科、 小児科、
外科、 麻酔科などの特定診療科を希望する医師
の極端な減少も将来に対する大きな不安要因で
あり、 こう した状態の打開策をどのよう に考え









































































な折、 平成 8 年、 本会大黒柱の中井会長が111m
氏の後を追う よう に他界されたこ とは誠に残念
であった。 その翌年計画どおり、 しらゆり会は
解散して、 富山、 福井の各支部は独立すること







こ数年間、 約1，2 50名を前後しながら定 常状態
にあり、 そのう ち年間約404うから50名前後の










して頂き、 会員 の参考に供している。 また機関
誌「しらゆり富山」 はあまねく会員 に読まれて
いる。
平成17年 3 月には本学しらゆり会 として最大
のイベントであった第35回篤志解剖全国連合会
総会が本学医学部大谷修教授のご尽力により開
催 された。 この連合会での重要議題は、 大谷教
授が日本解剖学会で委員 長 として検討されてき
た「コメデイカルの解剖学実官教育」の問題で















年からはじめ て医学科に CBT (コンピュータ
ーを利用した試験 ) が採用され、 臨床実習が受
講できるかどう かを判定されることになりまし




ス テ ムの面では世界的にすぐれた 日 本の医療制
度 (GDP: Gross Domestic Productに占める社
会保障への税金分担が少ないので優れている)
の大幅な改革がなされよう としています。
私は、 本学の第2 回卒業生であり、 30年もす
ると私の二世も本学の学生になっておりました。
私が入学した頃はまだ附属病院もなく、 工事現














事業費 (予防接種、 課外活動、 大学祭、 献体活
動、 図書購入、 運動 会、 講演会)、 積み 立 て
(遭難などの) に使用されています。















たことによります。 設立前の平成 9 年 9月 8 日
に「薬学部学生諸君へ緊急奨学援助のご案内」
という 掲示が貼り出されました。 そして同年 9
月28 日 の新聞記事にニュースとして紹介されて
います。 「学生の苦しい懐、 緊急支援。 富山医
薬大の教授会ポケットマネーで融資基金。 一回








その後平成 9年 2月14 日 、 父兄ならびに保証
人から学生後援会設立についての承諾、 多数の
賛同を得て、 翌年 1月24 日 設立準備世話人会、
同年 2月21 日 に第1 回薬学部学生後援会 (設立

































が A時的 にお金が必要になった ときに一回当た
り 8 万円を限度 として貸与する ものです。 全IEI
で学生が親に無心できず消費者金融に子を出し
て社会問題になったこ とを憂いて、 直接学'i'_た








3 年生より学内 医学部編入、 国家試験にIÎI]け て
の勉学集中によるアルバイト停止が貸与中し込
みの理由でした。 また、 この奨学金援助にかか








学生後援会の案内 や報告 も行われるよう になり
ました。 これにより富山県から離れた ところに
お住まいのご父兄、 保護者の皆様に も、 できる















なされてはや30年、 教官 と父兄、 保護者による
共同拠出でできた薬学部学生後援会はまだ 8 年




会 として、 今、 そして将来的 に薬学部学生に何
























7 . I杉谷の森」 合奏団への協賛
ほかに、 母校図書館への図書寄贈や各種協賛
事業、 さらに「医学教育の評価と展望J (1987 
年、 1992年)、 「卒業生の就業状 況調査J (1993 
年)などの調査事業や、 4.に関連して医薬大祭
記念講演会講演録「竹林に曾す」出版 (1995
年)、 関学二十周年記念シンポジウ ム「今、 大

























































る本会の使命は何か。 戦後6 0年、 振れ過ぎた振
り子がまた戻ることを祈りながら、 会員諸氏は
も ちろ ん、 薬窓会、 諸先生方、 ならびに本学に
関わるさまざまな方々のお力で、 本会の意義を
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したこ と、 心からお慶び、申し上げます。 引続き
医学部同窓会 と富山薬窓会の合同で記念祝賀会




振り返ってみます と、 富山薬窓会は、 明治26
年 (1893年) 8 月の共立薬学校の開校以来、 百
卜数年ムの歴史 と共に9，000名近い同窓会員 を擁




年) 5 月、 富 山 大 学 薬 学 部、 昭 和50年 (1975
年) 10月、 古山i宍科薬科大学薬学部、 平成16年
(2004年) 10月、 回収大学法人 富山医科薬科大
学薬学部 と変遷発展してきました。 今後、 平成




います。 校名は変遷しで も、 活躍の場は違って
も、 富山において学んだ同志 として、 連帯感 は
変わらず、 日本各都道府県に支部 と、 |玉|外 2 支








本部活動、 支部長報告等で、 本音1 、 支部の意思









で、 薬窓会会員 以外の}j々 も広く多くの活用を
してドさい。




門柱、 松樹、 大鳶岩 と忠孝石の説明文が書いて
あるので是非と もお読みドさい。
寓山医科薬科大学は、 医学 と薬学の融合 とい
う 斬新な瑚念の下に開学され、 研究発展に、 教
育に、 臨床治療に輝かしい成果を挙げられてき
ました。 平成18年度から、 薬学教育が 6 年制薬







平成17年10月 1 日から富山大学、 高岡 短大 と
統合され、 新寓山大学が発足します。 国際化へ、
また、 地域社会へ、 そして、 学 と官 と産の連携、
人 づくり等の新展望を持って、 新しい大学、 国
内 有数の統合大学 として発展されるこ とを心か
ら願っています。
薬窓会はその歴史 と伝統の も と、 会員 の親睦
をはかりつつ、 併せて母校の発展に寄与出来れ
ば幸い と考えています。
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難波 教授(研) 薬用資源を ヒマラヤに訪ね
公開講座 て (学 内 見 学:薬 学 資 料
館)
「健やかに生きるために」の年度別開講一覧 出来田看護部長(病) 老人看護の実際 (学内
昭和60年度「薬と健康J 12.5時間 受講者7 6名
加須屋教授(医) 富山の成人病の現状
矢野 教授(医) 易しい成人病の話









辻 教授(医) 老人のかかり易い病気 整
形疾患
窪田 教授(医) 老人のかかり易い病気 眼
科疾患
片山 教授(医) 老人のかかり易い病気 泌
尿器疾患
吉崎 助教授(薬) (学 内施設見学:薬用植
物園)
荻田 教授(研) 老人と薬 和漢薬
難波 教授(研) (学 内見学:薬学資料館)
中川 副薬剤部長(病) 老人と薬 現代薬
出来田看護部長(病) 老人の看護の実際 (学
内施設見学:病院)































施設見学 (薬用植物園、 薬学資料館、 附属
病院薬剤部)






小橋 教授(薬) 日 本人の寿命
荻田 教授(研) においとあじ
斎藤 講師(病) こころ とからだの健康





鏡森 教授(医) ライフスタイル と成人病予
防
高久 教授(医) 脳卒中の予防 と対策
田中 助教授(医) 消化管 (食道・胃・腸)
の出血
吉崎 助教授(薬) 薬草の，恩恵
i度透 教授(研) 動物実験から見た「老 化 と
和漢薬」




























北 川 教授(医) 増え続け る肺がん
鏡森 教授(医) がんの免疫 と予防
神郡 教授(医) がん と精神看護
田i宰 助教授(医) 大腸痛の予防はできるの
台、
清水 助教授(薬) がん と伝承薬物
服部 教授(研) エイズのクスリ開発最前線
龍村 助教授(病) がんの治療法について
平成6 年度「健やかに生きるためにJ 痛み と
のつきあいー 16.5時間 受講者80名
辻 教授(医) 痛み と仲良く生きるコツ
井上 教授(医) 胸の痛み 狭心症か? 一
高間 教授(医) 痛み とケア
遠藤 助教授(医) 頭痛・めまい とのつきあ
い方
新居 講師(医) 心配な痛み と心配ない痛み
痛みの正体を知ってかし
こくいきる方法
木村 教授(薬) 痛み と薬
清水 助教授(薬) 痛みにかかわりあいのあ
る天然薬草
食石 教授(研) 痛み と鎮痛の基礎
龍村 助教授(病) 癌の痛みとその対策




小泉 教授(医) 腎臓の働き と尿毒症
稲葉 講師(病) 小児腎疾患の特徴
大角 講師(病) 糖尿病 と腎臓
施設見学 薬用植物園
横津 助教授(研) 腎疾患 と和漢薬
高田 助教授(医) 内 科的 腎疾忠の進行 とそ
の対策











竹日 教授(薬) 肝臓におけ る解毒作用 と解
毒ポンプ
高原 講師(病) アルコール と肝臓
門出 教授(研) 肝臓病 と和漢薬
白木 教授(医) 肝炎を起こすウイルスにつ
いて






小野 教授(医) 脳と心 感情・記憶のメ
カニズ ムとその老化
倉知 教授(医) 脳と心 精神分裂病研究
から
渡辺 教授(研) 老年期痴呆と和漢薬 基
礎研究から
寺i宰 教授(医) 老人性痴呆症と漢方治療
遠藤 助教授(医) 脳腫蕩 早期発見と治
療の進歩一




川崎 教授(医) 小脳と運動 機能
高久 教授(医) 脳卒中の外科治療
平成10年度「健やかに生きるために」 心臓の








三崎 教授(医) 身体に優しい冠動脈パ イパ
ス






大谷 教授(医) 消化器とは 自分の身体
を知る一
渡辺 助教授(病) おなかにしこりが 一画
像診断
斉藤 助教授(医) おなかと背中が痛い
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勝疾患なんか怖くない



























ピックス 12時間 受講者 47名
実谷 教授(研) 養生の極意は「中を守る」
こと
鏡森 教授(医) ド イツのクナ イプ自然療法
にみる温泉と健康増進
北島 教授(医) I医療科学トピックス 1 J 
宇宙旅行から骨の健康を考
える
倉知 教授(医) 心を支える脳のメカニズ、 ム





津田 教授(薬) I医療科学トピック2 J ゲ
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安岡 助教授 (医) 血液で媒介する感染症
炭谷 助教授 (医) 感染症から身を守るため
舟田 教授 (医) 正しく対処すればMRSA
も恐くない
根本 (信) 教授 (薬) 感染症 とテーラメーイド
治療
白木 教授 (医) ウイルス感染症に関する最
近の話題
村口 教授 (医) 感染症 と免疫について
丸山 講師 (医) 肺結核について
槍垣 助教授 (医) 皮膚の感染症について
平成15年度「健やかに生きるために」 高齢者
の疾患 12時間 受講者41名
成j頼 教授 (医) 高齢化社会における病気に
ついて
三崎 教授 (医) あなたに胸痛がおこったら
一身体に優しい心臓血管手
術
遠藤 教授 (医) 知っている と得する脳卒中
診療のまめ知識
布施 教授 (医) 前ι腺の病気について
早坂 教授 (医) 高齢者の白内障・緑 内 障・
黄斑変性
足立 教授 (病) 加齢による変化 と服薬のポ
イント
浜崎 教授 (和) 魚の油は健康にょい とされ
ています。 では、 リノール
酸は?
井上 教授 (医) 高血圧 とどう つきあう か?
平成16年度「健やかに生きるためにJ ーはじ
まった21世紀の医療 12時間 受講者34名
村日 教授 (医) I動き出した抗体医療」 エ
イズの抗体治療は可能か
畑中 教授 (薬) I新薬登場の背景」 イ ンフ
ルエンザウイルスの弱点 と
は
稲寺 教授 (医) I身近にひそむ環境 ホルモ
ンjヒトへの影響 と必要な
対応策






武町 教授 (医) I薬の効き目 と薬物動態」
薬物トランスポーター とは
なにつ
橋本 教授 (薬) Iテーラー・メ イド医療の
時代」 個人の体質に合った
薬剤の選択 と服用量の決定
西条 教授 (医) I健やかに生きる脳のしく
み」 脳・神経系疾患を予防
するには





滝浮 教授 (医) 生活にひそむ危険








④「知識 と 実 技 の 確 認試
験」
住吉 講師 (医) 災害・事故後の精神科的 諸
問題
倉石 教授 (薬) 災害に備えるべき医薬品は













































3 コース 「バ イオテクノ ロジーと薬学」
消化管エコロジー 小橋薬学部教授









































































































平成9年度iDNAとバイオテクノロジ- J 30 
時間 受講者25 人
DNA 



































ヒトD NAの特定部 定金薬学部助手、 岩波
















































































開催日:平成12年 8 月7 日、 浅野遺伝子実験
8日 施設助教授
参加者:"1学生29 名、 保護 白木医学部教授
者 3 名 (施設長)
内 容:大学で使用してい 田淵遺伝子実験










者 1 名 授
内 容:呆物で電気が 人 森腰実験実宵機
聞が電池に 器センター総括












開催日:平成14年: 11月9 日 五味実験実習機
参加者:中学生21名 器センタ一助教





































「富山発 バ イオサ イエンス21J




















「富山発 バ イオサ イエンス21一身近な生命科
学研究 J (SPP 教育連携講座)
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